
研修(講座)名

期日 時間

会場 参加者数

ねらい

【 講 義 】

【 演 習 】

◍社会教育の基礎的な考え方や県の社会教育行政の方針と事業について理解する。
◍講義・事例発表・演習を通じて、社会教育の役割や事業を具体的に学び、社会教育を
主体的に推進しようとする意識を高める。

しまねの社会教育基礎講座（隠岐会場）

令和４年７月５日（火） 10:30～15:35

島前集合庁舎 19名

研修の様子

参加者の感想

■しまねの社会教育について知ることができ、今実際に島根で働けていることが幸いで
す。演習では、同じグループの人たちと一緒に、島の課題などにも触れることができ、10
年後についても考える事ができる機会となった。今後、この研修で学んだことで、自分が
今できることを小さく始めていきたいなと思った。
■今日は貴重な時間になった。改めて、社会教育の意義や大切な考え方などを聞くこと
ができて勉強になった。今後、自分のアイディアやワクワクすることへ向けて、自分の出
来ることをやっていこうと思う。発信すること、共有することの大切さを学んだので、忘れ
ないように現場でも頑張りたい。
■社会教育って難しくて楽しい！色んな方の話が聞けて勉強になった。そしてあっという
間の楽しい時間を過ごすことができた。
■楽しく集って、やる気十分になった‼

研修プログラム

「社会教育の役割と県社会教育で大切にしたいこと」
　　 　隠岐教育事務所社会教育スタッフ　企画幹 　   加多　研吾

「自分にできることを考えよう」

 【事例発表】
「土曜よろず朝市～朝市を舞台に集い繋がる場所づくり～」
　　　　　　　　　　　　 前　西ノ島町中央公民館主事　　池田　八重子 さん

【 講 義 】 【事例発表】

【演 習】【演 習】


